





















Québec poetry, literary history, Anne Hébert, Gaston Miron, Jacques Brault
Abstract
 In this paper, I will present in general terms the development of Québec poetry, 
from the beginning to this day, and then focus on three major twentieth century poets: 
Anne Hébert, Gaston Miron and Jacques Brault, all involved in the historical passage 
from isolation and silence to discovery of the power of the word. I will examine the 
most important poem of the collection, Le Tombeau des Rois of Anne Hébert, then l’ «Art 






て発言権をもつようになった時代を代表する 3人の現代詩人、すなわち Anne Hébert、 Gaston 
Miron、Jacques Brault がもたらしたものを詳細に考察することにある。後半では、これら 3人の
詩人たちについて、まず初めに Anne Hébert の詩集『王たちの墓』の中でもっとも注目されてい













セン王国、フランス王国とイギリス王国が対立したのに引き続き、1756 年 5月 18 日にイギリス
がフランスに宣戦布告する。7年戦争の始まりである。このような状況の中で、イギリス海軍の
49 隻の軍艦と 8500 人の兵士がセントローレンス河に到着し、1759 年 6月 26 日、ケベック市の
攻囲戦を宣言する。攻囲された「カナダ人 4）」は町を守るが、1759 年 9月 13 日、アブラハム平
原での戦いとなり、Louis‒Joseph Montcalm 総司令官率いるフランス軍は敗北する。モンカルム
総司令官は戦死し、それのみか、イギリスの James Wolfe 将軍も戦死する。1年後、モントリオ
ールで Vaudreuil 総督がフランスの名において北アメリカの領土をイギリスに委譲する。ただし、















































もまた、カナダ人たちの輝かしい過去をなつかしむ。Crémazie と Fréchette は北アメリカ大陸で
の現実を詩句によって表現するが、Crémazi のほうが親密で感情のこもった調子なのにたいして、













う普遍的なテーマを感性豊かに取り上げている。同様にして、歴史家 François‒Xavier Garneau の
息子にあたる Alfred Garneau は、1906 年に簡素で透明感のある『詩』を発表する。
　モントリオールが経済的、文化的に発展してくると、文学活動の中心もケベック市からモント
リオールに移り、大きな変化が生じる。1895 年 11 月に結成されたモントリオール文学派は、詩
の再生を願う 30 人ほどの作家たちによってつくられたグループである。彼らの中には、象徴派
や高踏派 7）だけでなく Baudelaire も読み、新しい形式に非常に強い関心を示す詩人たちもいる。
若き Émile Nelligan（1879‒1941）はそのもっとも著名な代表者であり、今日なお、卓越した詩
人として神話化されている。Rimbaud 同様、彼は 16 歳から 19 歳まで詩を書き、するどい感性を
表現するための「形式」に専念する。Baudelaire と Verlaine をよく読んでいた彼は、音楽や韻律
法を重視する。1899 年 5月 26 日、モントリオールのラムゼー城で「酒のロマンス」という自分
の詩を朗読した後、精神病院に収容され、40 年後に亡くなるまでそこで過ごすことになる。この









































（1900‒1975）の豊かで荘重なリズムは、非常に散文的なHector de Saint‒Denys Garneau（1912
‒1943）とは対照的である。しかしながら、この 2人の詩人は親しみやすい話題を選び、自由詩
で書いている点が共通している。自由詩はフランス系カナダでは新しいものだった。































青白くなって消えてゆくのだ。 （Garneau, 1937, p. 79）
しかしながら、飾り気のない彼の詩句は理解されず、みずからの信仰にも社交的な交流にも積極
的になれなかったために、死ぬまで孤独の中にこもることになる。彼は 1943 年 10 月 24 日、カ
ヌー競走で疲労したあと、心臓麻痺で突然死亡する。




































































































































のインスピレーションを与えてきた原型である。フランスの詩人 Pierre Emmanuel も 1941 年の
『オルフェウスの墓』で探求した。Anne Hébert はその神話を再活性化する。彼女はファラオたち










（Hébert, 1980‒81, p. 68）」の名において語ることを使命としている。魔術師ではないとしても、
少なくとも「照らし出す者」ではある。
























































　ケベック詩の概観を終えるにあたり、現存する中でもっとも重要な詩人の 1人である Jacques 





いすぎること（Brault, 2006, p. 76）」からもたらされるものである。Nerval や Baudelaire、Saint
‒Denys Garneau や Miron を注意深く読む彼は、孤独あるいは憂鬱を含んだ明晰さという点でこ




に、沈黙を導き入れることである。彼が Saint‒Denys Garneau を読む読み方もそのように理解で
きる。Saint‒Denys Garneau は「あらゆる危険を冒し、抑制されることのない身振り―これはい
かなる創造にも必要なものだが―によって、ときとして、言葉を沈黙へと止揚し、文学を詩へと

























































1965, 1998, p. 84）」。父のいまわの際で、その叫びはより親密なものとなる。「そして父さんはも





とした。Anne Hébert は 1980 年にジャーナリストにたいしてこう打ち明けている。「ケベックの
詩人たちは彼らの寡黙な兄弟たちをほんとうの意味で養っていて、自分たちの思いを語りながら、
彼らの代弁をしていたのだと思います。それはケベックの解放においてとても重要なことでした




の点で、Anne Hébert は「原初の土地（Hébert,1972, p. 7）」への執着を語り、Miron は国民詩に
呼びかけ、Brault は、われわれが異なっているということ、そして世界に帰属していることを示





 1） 本稿は、 2012 年度立教大学招聘研究員ナタリー・ワテーヌ氏（ケベック ･シェルブルック大
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